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研究要旨 

 関節リウマチ（RA）患者の高齢化および高齢発症例の増加に伴い、介護・福祉・在宅医療現場における

患者支援の重要性が高まっている。しかし、これらの現場における支援の実態や課題は十分に明らかでな

く、多職種連携を推進するための教育資材や啓発活動も十分とは言えない。本研究は、介護・福祉・在宅

医療現場における RA患者支援の充実を目的として、実態およびアンメットニーズの把握に基づく資材作成

と普及活動を行った。 

前年度に実施した 2 つのアンケート調査結果を基盤として、介護支援専門員・社会福祉士向け資材およ

びリウマチ医向け資材の作成、ならびに既存ガイドの改訂を行った。資材は研究班内で分担執筆・精査の

うえ完成させ、日本リウマチ学会等のパブリックコメントを反映して最終化した。完成した資材は PDF 形

式で無償公開するとともに冊子化し、関係団体や医療機関へ頒布した。また、Web 講演会の開催や学会発

表等を通じた広報活動を実施した。 

講演会には多職種からの参加があり、満足度および有用性はいずれも高い評価を得た。資材についても

有用性が確認され、特に PDF 形式での公開が利便性の点で評価された。Web サイト上でのアクセス数は公

開初期に増加し、その後減少傾向を示したことから、初期周知の効果とともに、継続的な情報発信の必要

性が示唆された。さらに、前年度のアンケート調査結果については論文化を行い、学術的にも成果を発信

した。 

以上より、本研究は、RA患者支援における多職種連携を基盤とした実践的資材の開発と普及を通じて、

医療・介護・福祉の連携強化に資するものである。今後は資材の継続的な更新および普及活動を通じて、

その実装効果の検証を進め、在宅医療体制の充実に寄与することが期待される。 
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Ａ．研究目的 

「リウマチ等対策委員会報告書」(平成 30年 11

月)において、関節リウマチ(RA)患者の高齢化、お

よび高齢発症 RA患者の増加が明らかとなったが、

介護・福祉・在宅医療現場における高齢 RA患者支

援の実態は明らかでない。また、多職種連携によ

る RA 患者支援の充実には、介護支援相談員や社

会福祉士の理解と協力が不可欠であるが、そのた

めの資材や啓発活動が充実しているとは言い難い。 

 本研究の目的は、介護・福祉・在宅医療現場に

おける RA 患者支援の充実を目指し、介護・福祉・

在宅医療現場における RA 患者支援の実態および

アンメットニーズの把握を行い、介護・福祉職向

けの資材作成および啓発活動を行うことである。 

 

Ｂ．研究方法 

前年度に実施した、介護・福祉・在宅医療現場

における RA 患者支援の実態およびアンメットニ

ーズを把握するための 2つのアンケート調査結果

(令和 6 年度研究報告書参照)を基盤とし、患者支

援の充実を目的とする資材作成および啓発活動を

中心に活動を行った。 

 

1. 啓発資材の作成 

介護支援専門員および社会福祉士向けの啓発資

材ならびにリウマチ医向けの啓発資材については、

前年度までの活動において取り上げるべき項目の

選定を完了していた。今年度は、各項目について

班員が分担して執筆を行い、その内容を研究班全

体で精査のうえ完成させた。 

また、前研究班で作成した『メディカルスタッ

フのためのライフステージに応じた関節リウマチ

患者支援ガイド』について、最新の知見を踏まえ

た改訂を行った。 

2. 医療講演会の開催 

作成した資材の普及および活用促進を目的とし

て、介護・福祉職およびメディカルスタッフを対

象とした Web講演会を開催した。 

3. 医療講演会および作成資材に関するアンケー

ト調査 

 Web 講演会参加者を対象に、講演会終了後、講

演会および作成資材に関するアンケート調査を実

施した。 

4. 資材の広報活動と Webサイトの閲覧数 

 作成した資材の普及を目的に広報活動を積極的

に行った。 

5. アンケート結果に関する論文作成 

前述した 2つのアンケート調査結果について、

学術的整理を行い論文化した。 

Ｃ．研究結果 

1. 啓発資材の作成 

各項目について班員が分担して執筆を行い、そ

の内容を研究班全体で精査のうえ、啓発資材を作

成した。誌面の制約を踏まえ、詳細な情報につい

ては下記資材③および関連資料を参照できるよう、

QR コードを用いて参照先を案内した。また、改訂

作業を行った資材③も作成した。 

資材①『介護・福祉スタッフのための関節リウマ

チ Q&A ～すぐわかる患者支援ガイド～』(資料 1) 

資材②『リウマチ医が知っておきたい社会保険・

福祉制度、在宅医療の基礎知識』(資料 2) 

資材③『メディカルスタッフのためのライフステ

ージに応じた関節リウマチ患者支援ガイド 2025

改訂版』 

資材① 

 

資材② 
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資材③ 

 

作成した資材について日本リウマチ学会、日本

小児リウマチ学会、日本母性内科学会にてパブリ

ックコメントを求め、一部を修正して完成した。 

完成した資材は、PDF 形式で自由に閲覧・ダウ

ンロードできるよう、日本リウマチ学会 Web サイ

ト上に無償で公開した。パソコンだけでなく、タ

ブレット、スマートフォンからも閲覧可能であり、

医療・介護・福祉現場でも活用しやすいものとな

っている。URLは以下の通りである。 

資材① https://www.ryumachi-jp.com/medical-

staff/ncwguide/  

資材② https://www.ryumachi-

jp.com/publish/others/rheudr/  

資材③ https://www.ryumachi-jp.com/medical-

staff/life-stage-guide/  

 また、資材①、②については冊子化し、日本介

護支援専門員協会および日本社会福祉士会には資

材①を、日本リウマチ学会教育認定施設には資材

①②を頒布した。 

 

2. 医療講演会の開催 

作成した資材の周知を目的として、主に介護・

福祉スタッフを対象としたメディカルスタッフ向

け医療講演会を Webで開催した。 

『すぐに役立つ! 関節リウマチ患者支援のポイン

ト ～介護・福祉スタッフのための実践セミナー

～』 

開催日時：2025年 12 月 7日(日) 13:30～15:30 

（オンデマンド配信：2025年 12月 12日～2026年

1月 26日） 

参加登録者数：350名(図 1) 

視聴者数：    ライブ視聴 127名 

オンデマンド再生：187回 

 

Web講演会チラシ 

 

参加者の職種では看護師が最も多く(35.7%)、介

護支援専門員(18.6%)、社会福祉士(10.6%)、医師

(8.3%)、リハビリテーションスタッフ(8.0%)、薬

剤師(7.7%)と多様であった。全国各地から参加が

あり、オンデマンド再生の利用が高かった。参加

登録者には冊子化した資材①を送付した。 

 

図 1.Web 講演会参加登録者(地域と職種) 

 

3. 医療講演会および患者支援ガイド(資材①)に

関するアンケート調査 

Web講演会参加登録者を対象に、講演会終了後、

講演会および『介護・福祉スタッフのための関節

リウマチ Q&A ～すぐわかる患者支援ガイド～』

(以下、『患者支援ガイド』)に関するアンケート調

査を実施した。 

・実施期間：2026年 2月 3日〜16日 

・調査方法：インターネットにて実施 

・質問内容：①職業・年齢、②講演会に関する質

https://www.ryumachi-jp.com/medical-staff/ncwguide/
https://www.ryumachi-jp.com/medical-staff/ncwguide/
https://www.ryumachi-jp.com/publish/others/rheudr/
https://www.ryumachi-jp.com/publish/others/rheudr/
https://www.ryumachi-jp.com/medical-staff/life-stage-guide/
https://www.ryumachi-jp.com/medical-staff/life-stage-guide/
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問、③患者支援ガイドに関する質問、④自由記載 

・回答者：31名 

1)Web講演会に関するアンケート結果(資料 3) 

 ①回答者の職業は、看護師(35.4%)、介護支援専

門員(25.8%)、社会福祉士(16.1%)、リハビリテー

ションスタッフ(16.1%)であった。年齢は、40 歳

代(48.4%)、50歳代(32.3%)が大半を占めた。 

 ②講演会の満足度は、「とても満足」(41.9%)、

「やや満足」(45.2%)と 87.1%が満足だったと回答

した。講演会の有益性は、「非常に役立った」

(29.0%)、「とても役に立った」(41.9%)、「そこそ

こ役に立った」(29.0%)と高い評価が得られた。 

 ③講演会を他人に勧めたいかの質問に、「非常に

そう思う」(35.5%)、「そう思う」(48.4%)と回答し

た。また、視聴方法は「ライブ配信」が 16.1%にと

どまり、「オンデマンド配信」(83.9%)が大半を占

めた。 

 ④自由記載では、講演会全般に対して高い評価

が多く、オンデマンド配信の実施が好評であった。 

 

2)『患者支援ガイド』に関するアンケート結果 (資

料 4) 

 ①『患者支援ガイド』には「とても満足」(29.0%)、

「やや満足」(41.9%)、「どちらとも言えない」

(29.0%)と回答した。 

 ②『患者支援ガイド』の有益性は「非常に役立

った」(25.8%)、「とても役に立った」(35.8%)、「そ

こそこ役になった」(38.7%)と高い評価が得られた。 

 患者支援ガイドを他人に勧めたいかの質問に

は、「非常にそう思う」(32.3%)、「そう思う」(19.4%)

と回答した。 

③自由記載では、PDF で公開している点を評価

する意見が聞かれた。 

 

4. 資材の広報活動と Webサイトの閲覧数 

1)資材の広報活動 

資材普及のため、上記講演会以外に以下のよう

な広報活動を行った。 

①日本リウマチ学会の Web サイト、SNS およびメ

ールマガジンを介した同学会員への周知 

②日本リウマチ学会学術集会における資材紹介の

ためのポスター発表 

③日本リウマチ学会関東支部学術集会、中部支部

学術集会における口演 

④日本リウマチ学会教育認定施設への冊子化した

資材の頒布（前述） 

⑤日本リウマチ友の会への冊子化した資材の頒布 

⑥医療講演会の開催および参加者への冊子化した

患者支援ガイドの配布(前述) 

⑦その他、本資材の主旨に賛同する企業主催のメ

ディカルスタッフ向け RA 患者支援セミナー、ラ

イフステージに応じた RA 患者支援セミナーが複

数回開催された。 

2)Web サイト上での資材の閲覧数 

 2025/9/29 に資材を日本リウマチ学会の Web サ

イト上で公開したが、月間のアクセス(2025/9～

2026/3)は以下のとおりである。 

資材①：98→928→271→172→139→141→91(計

1840 回) 

資材②：131→645→106→597→171→78→43(計

1771 回) 

資材③：155→1331→533→464→474→479→371(計

3807 回) 

 

5. アンケート結果に関する論文作成 

 介護・福祉・在宅医療現場における RA 患者支援

の実態およびアンメットニーズを把握するための

2 つのアンケート調査結果について論文化した。 

①介護支援専門員、社会福祉士向けアンケート 

Support for patients with rheumatoid 

arthritis provided by care and welfare 

professionals in Japan: a cross-sectional 

study. Mod Rheumatol. 2026;36:218-226. 

②リウマチ医向けアンケート 

Awareness of social insurance, welfare 

systems, and home medical care among 

rheumatologists in Japan: a cross-sectional 

study. Mod Rheumatol. 2026;36:282-289. 

 

Ｄ．考察 

本研究では、前年度に実施したアンケート調査

により明らかとなった、介護・福祉・在宅医療現

場における RA 患者支援に関する知識不足や情報

共有の課題、ならびに社会保険・福祉制度に対す

る理解のばらつきといったアンメットニーズに対

し、それらを直接的に補完することを目的とした

啓発資材の作成と普及を行った。 

まず、本研究の特徴として、多職種で構成され

た研究班に加え、患者会および関連職能団体の代

表者を含めた協議を通じて資材内容を検討した点

が挙げられる。これにより、実際の現場ニーズや

多職種の視点を反映した、実用性の高い資材の作

成が可能となったと考えられる。また、学会によ

るパブリックコメントを経て内容の修正・改善を

行ったことは、資材の信頼性および妥当性の担保

という点で意義が大きい。さらに、作成した資材

を PDF形式で無償公開し、スマートフォン等から

もアクセス可能としたこと、ならびに冊子化して
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関係団体へ頒布したことは、現場での利便性およ

び実装可能性を高める工夫として重要である。加

えて、誌面の制約に対応するため QR コードを活

用した情報提供を行ったことも、限られた媒体の

中で情報量と可読性を両立させる有用な手法であ

ったと考えられる。 

 講演会の開催および広報活動により、全国から

多職種の参加が得られたこと、さらにオンデマン

ド配信の利用が多かったことは、時間的・地理的

制約を超えた情報提供の重要性を示唆している。

また、講演会および資材に対するアンケートにお

いて高い満足度および有用性が示されたことから、

本研究で作成した資材は一定の実用的価値を有し

ていると考えられる。特に、PDF での公開に対す

る評価が得られた点は、今後の資材普及戦略にお

いて重要な示唆を与えるものである。 

さらに、各資材への月間アクセス数の推移をみ

ると、いずれの資材においても公開初期にアクセ

ス数の顕著な増加を認め、その後は減少傾向を示

した。これは、公開時の周知活動や講演会等によ

り初期需要が喚起された一方で、継続的なアクセ

ス維持には追加的な情報発信が必要であることを

示唆している。これらの結果は、資材の普及にお

いては単発的な周知にとどまらず、継続的かつ戦

略的な情報発信が重要であることを示している。

以上より、今後は学会や関連団体を通じた定期的

な情報発信、講演会や研修会との連動、SNS やメ

ールマガジンを活用した再周知を行うとともに、

アクセス動向を踏まえた内容の更新や改訂を行う

ことが重要と考えられる。また、資材の実際の活

用状況や臨床・介護現場への影響について評価を

行い、その結果を次の改訂に反映させることが望

まれる。 

一方で、本研究にはいくつかの課題も認められ

る。講演会後のアンケート回答数は限定的であり、

評価結果の一般化には慎重な解釈が必要である。

また、本研究は主として資材の作成および初期普

及に焦点を当てたものであり、これらの資材が実

際の臨床現場や介護・福祉現場においてどの程度

活用され、患者アウトカムや支援の質の向上に寄

与するかについては、今後の検証が必要である。 

以上より、本研究は、RA患者支援における多職

種連携の基盤整備に資するものであり、今後の医

療・福祉連携の推進および在宅医療体制の充実に

寄与することが期待される。 

 

Ｅ．結論 

本研究では、RA患者支援に関するアンメットニ

ーズに基づき、多職種連携のもとで啓発資材の作

成および普及を行い、その有用性と一定の普及効

果を確認した。今後は継続的な情報発信と内容の

更新を通じて、医療・介護・福祉の連携強化およ

び在宅医療体制の充実に寄与することが期待され

る。 
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＜資料 1＞ 『介護・福祉スタッフのための関節リウマチ Q&A ～すぐわかる患者支援ガイド～』 
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＜資料 2＞ 『リウマチ医が知っておきたい社会保険・福祉制度、在宅医療の基礎知識』 
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